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報告事項 

協議事項 

１． 開会 

２． 報告内容 

(1)なんとう開催民生委員向け研修会について 

３． 協議内容 

(1)地域移行・地域定着部会の目的について 

(2)各ワーキンググループの進捗報告等について…資料 1 

(3)アンケートについての意見交換…資料 2 

４． 閉会 

結論 ２．報告内容 

(1) なんとう開催民生委員向け研修会について ※事務局員より説明。  

令和 3 年 9 月に企画したが、残念ながら新型コロナの影響で中止となったが、改めて令和

3 年 12 月 11 日(土)13:00 に一条公民館にて開催する事となった。 

協議内容 (1) 地域移行・地域定着部会の目的について ※部会⾧より説明。 

 病院に 30～40 年近く入院している方がいる中でも、自分の住みたい所で、好きなことをし

て、地域で当たり前に暮らしていくのを支えていくために地域移行・地域定着支援部会はあ

る。SW や関係機関が連携して対応しながら、地域移行・定着支援がより進んでいくように

引き続き、皆様の協力をお願いしていきたい。 

 

(2)各ワーキンググループの進捗報告等について 

〇研修開催…研修に用いる事例の選定が終了し、今後は研修資料の作成(①研修の趣旨、②事

例の紹介、③地域移行・地域定着するにあたっての 3 つのポイント、④まとめ)を進めてい

く。また、宿泊型自立支援施設⇒グループホーム⇒一人暮らしに至るまでの課題やポイント

なることを掘り下げて、支援経過を検証していく。アンケートグループへの依頼として、集

計が終わった段階で結果を報告して頂きたい。 

 ※他のグループは進捗報告なし。 

 

(3)アンケートについての意見交換 

（意見） 

・ピアサポーターの役割、要件について確認。現在グループとしては、療育施設出身で成人

してからは入退院を繰り返している方に依頼予定である。人前で話をすることなどは得意な

方なので一般的なピアサポートとしては適任と思われるが、先ほどの部会⾧の話にあった

「病院に 30～40 年近く入院している」経験があるわけではないため、ケースが違うのではと

危惧している。部会として現在の候補者で話を進めて問題ないか。 

⇒具体的な役割・要件は限定せず。 

本人の状態が変わることがあるので、来年ピアサポートを実施するときに確実にお願いでき



る状態か保証がない。 

⇒あらかじめ性別やケース別などピアサポーターを何人か用意できれば良いが、予算が具

体的に決まっていないこともあり、依頼が複数来ると対応が難しいかもしれない。 

⇒どのようなピアサポーターに来てほしいかをアンケートに入れて聞いてみるとよいので

はないか。 

・アンケートの対象施設が知的障害、精神障害のある方が入所している施設に偏っている気

もするが。身体障害の重度の方もいる所の方も含めるとまた視点も違うのではないか。 

⇒まずはアンケート用紙に記載のある施設、病院を対象に実施。今後、様々な意見が出た

上で対象施設等も広げたり、検討していく。 

・アンケートの配布、回収、集計の時期を具体的にどうするか。 

⇒アンケート案が完成した時点（令和 3 年 11 月中）で福井市より各部会員へ配布。12 月

には対象施設・病院へアンケートを配布し、令和 4 年 1 月中に回収・集計を行う。令和 4

年 2 月の部会にて結果の分析や情報共有を行い、3 月の自立支援協議会全体会にて報告す

る流れで実施。 

令和 3 年

度第４回 

部会 

令和 4 年 2 月 9 日(水)14:00～開催予定。場所はきらら館第 3 会議室を予定。 

11 月中にアンケート最終案を全部会員に送付するのでご確認をお願いします。 

 


